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要　　旨

　日本語はモーラリズムの言語として知られる。モーラリズムを特徴づける特殊拍のうち，促音は従属的な単位で
あること以外に，無声の閉鎖子音または破裂・破擦子音において生じるという音韻環境の制約がある。近年，外来
語の受容により促音に変化が生じつつあり，“big”を原語とする外来語を「ビッグ」と表記し，有声子音の促音が
生じることが指摘されており，発音だけでなく表記にも関連する大きな問題である。本稿では，有声促音の表記と
発音について，「ッグ」を例に，大規模な言語コーパスを用いて実例を挙げ，その使用状況について検討を行った。
調査の結果，「ッグ」の表記が書きことばで多く生起することや，「ッグ」を含む語彙はコーパス間で共通している
ことなどが明らかとなった。これらの結果は，「ッグ」の表記と発音は安定しつつあると見るべき状況であり，その
傾向は表記で先行して生じていることを示唆するものと捉えられた。

キーワード：促音，外来語，外来語の表記，発音，言語変化，日本語

１．はじめに

　日本語はモーラリズムの言語として知られ［1］，その
特徴は，特殊拍にある。特殊拍とは促音，撥音，長音
のことであり，促音，撥音は，主には子音の閉鎖区間
の伸長，長音は母音区間の伸長による。音韻的にはこ
れらは 1拍と数えられ，促音を例に挙げると，「一
（いち）」と「一致（いっち）」は，前者が 2拍である
のに対し，後者は 3拍に数えられる。特殊拍は，生起
する環境が限られている。いずれも独立した拍として
生起することはなく，前接する拍が必要であり，従属
的な単位である。他，促音は無声の閉鎖子音または摩
擦・破擦子音において生じるという制約があって後続
の拍が必要であることや，撥音は後続する子音に依存
して音の種類が決定されることが指摘できる。
　近年，外来語の受容により促音に変化が生じつつあ
ることが指摘され［2］，発音だけでなく表記にも関連す

る大きな問題である［3］。前述のように，促音は無声子
音に限られていた＊1が，最近では，外来語においては，
促音が有声子音に生じることが見受けられる［2］［4］。
これらを「有声促音」と定義する研究もある［4］。例え
ば，英語の“big”を原語とする外来語は，従来の発
音では［bikkա］，表記は「ビック」となるが，近年，
［biggա］と発音される，あるいは「ビッグ」と表記
されることが目立つ。先行研究［5］には下記のように
あり，外来語においても，和語，漢語の音韻規則が働
き，促音とその後続は無声子音となることが原則であ
ると捉えられ，有声子音の促音は新しいものであると
いえる。

　　 例えば［bӕg］という語が日本語化される場合，
促音挿入のルールが適用されるから［baQgu］
「バッグ」という形になる。しかし，先に指摘し
たように，日本語には「っぐ」という形はないこ
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とから，この外来語の形はなじみのない，または
日本語らしくない音の配列である。そこで日本語
らしくするルール，すなわち促音の後の子音を無
声化するルールがさらに働くと考えられる．そう
すると［baQgu］「バッグ」が［baQku］「バック」
になる。

　有声促音については，表記との関わりも検討する必
要があるが，これまで，表記も含めた使用状況，すな
わち現代日本語における分布について言及した研究は
少ない。本稿では，文献［6］の続報として，「ッグ」を
例に，語彙の詳細を挙げつつ，有声促音の，事例から
見る特徴を論じる。

２．資料

　検証にあたっては，大規模資料を用いることとし
た。国立国語研究所（以降，単に「国語研」）の言語
コーパスを対象として分析した。国語研のコーパスは
複数種あるが，本稿では，日本語話し言葉コーパス
（CSJ），日本語日常会話コーパス（CEJC），現代日本
語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），国語研日本語
ウェブコーパス（NWJC）を用いる。音声言語のコー
パスに加え，表記と併せて検討する必要があることか
ら，BCCWJ，NWJCといった書きことばのコーパス
も対象とした。CSJは講演音声，BCCWJは新聞や官
公庁発行の書籍等も含むことから，これらはいわば公
的な言語表現が含まれており，一方，CEJC，NWJC

は日常的な言語表現が含まれているといえる。
　国語研の『まとめて検索KOTONOHA』［7］サイト上で，
各コーパスにおいて，語彙素に「ッグ」を含み，かつ
書字形または発音形出現形に「ッグ」/「ック」を含
むものを検索し，抽出した。詳細な手続は，文献［6］

に準ずるが，「見出し」に相当する語彙素では「ッグ」
が採用されており，実際の使用例である書字形また発音
形出現形が「ック」と記載されている語彙を検索するに
は，語彙素を「ッグ」に指定して検索する必要がある。
　以降，/Q/は促音拍を表し，/_  k/，/_  g/は，それぞれ

「ック」，「ッグ」の発音形出現形の表記，//を外した
ものを書字形も含む表記として用いる。

３．結果

３．１　生起数
　各コーパスにおける，_ k，_ gを含む語の生起の延べ
語数（実数）を表 1に示す。
　コーパスの規模が異なることから，コーパス間を
直接に比較できないが，文字資料であるBCCWJと
NWJCとにおいて，「ック」を含む語が極端に少ない
ことが見て取れる。_ kと _ gの比を取ると，BCCWJと
NWJCにおいては0.01であり，一方，CSJでは1.15，
CEJCでは0.66であった。音声資料では，_ kの出現の
程度が顕著に高いといえる。
　表 2に，各コーパスにおける，_ k，_ gを含む語の生
起の異なり語数を示す。コーパス間で，_ kと _ gの生
起数の開きに差はあれども，_ kの生起数が _ gより少
ない点で一致している。項目ごとに延べ語数との比
（type-token ratio; ttr）＊2を算出すると，最も高い値は

CSJの _ g（0.21）となる。CSJでは，比較的，多様な
語彙が生起していたといえる。

３．２　コーパス間で共通する_ gを含む語
　異なり語の出現が最も多い資料であるBCCWJを基
準に，_ gの語の実例を示す（表 3）。表 3は，BCCWJ

に出現した _ gの語彙を28位まで降順に掲載し，各
コーパスにおける生起数を併せて示したものである。
なお，今回の分析では，「ドラッグストア」と「ド
ラッグストアー」，「ウィッグ」と「ウイッグ」のよう
に，同語とみなすべき例を別項目としてあり，今後，
全般に方針を定めて整理する必要がある。
　まず，書きことばのコーパス間で比較すると，
BCCWJとNWJCとは 2語を除いて一致した語が上位
に出現していることがわかる。ただし，頻度順は異な
る点があり，5位以下の順はほぼ一致しない。
　話しことばのコーパス間では，一方にしか含まれな
い語彙は 3語であるが，うち 2語は別語の異表記とみ

表１　_ k，_ gの語の生起数（延べ語数）

k g 総数

CSJ 118 103 7,576,046

CEJC 53 80 2,419,171

BCCWJ 92 8,529 104,911,460

NWJC 179 18,726 86,277,772

表２　_ k，_ gの語の生起数（異なり語数）

k g

CSJ 13 22

CEJC 5 15

BCCWJ 5 88

NWJC 4 58

白勢 : 促音と有声促音の分布：「ッグ」を例にして

－ 11 －



なす方がよく，純粋に異なる語は 1語のみである。
　一見すると，話しことばのコーパスであるCSJ，
CEJCは，書きことばのコーパスとの一致が少ないよ
うに見受けられるが，これはそもそもの語彙数が少な
いことが理由である。下記 3 . 3 に記す内容と重複す
るが，表 3に表示されていない語も含め，CSJあるい
はCEJCのみに出現する語彙は少なく，かつ，CSJ，
CEJCで生起数が上位にある語彙はBCCWJ，NWJCで
も上位にあり，一致の程度は高い。

３．３　各コーパス特有の_ gを含む語
　3 . 2 では，コーパス間で共通して出現する語彙を
確認した。これらに対し，あるコーパスでのみ見られ
る語彙もあった。各コーパスに特有な語彙を，表 4に
示す。BCCWJについては，数が多いことから上位28
語に出現した語彙を示す。
　表 4によると，コーパスを通じ，人名，地名が多く
を占めている。特に，BCCWJ，NWJCでは，特定の
物語の登場人物名であることが多かった。人名，地名

表３　BCCWJの上位28語における_ gの語と他コーパスにおける出現（実数）

語彙 BCCWJ NWJC CSJ CEJC

1 バッグ 3,626 10,355 12 23

2 ビッグ 1,210 2,470 11 7

3 ドラッグ 1,206 1,187 13 3

4 ドッグ 529 1061 22 17

5 エッグ 286 385 9 7

6 ハンドバッグ 246 524 1 1

7 ドラッグストア 175 181 3 1

8 スモッグ 150 32 – –

9 グレッグ 122 56 7 4

10 レッグ 119 444 2 1

11 デバッグ 88 262 5 1

12 フラッグ 86 249 – –

13 ウェッグ 71 1 – –

14 ブルドッグ 47 89 – –

15 ブラッグ 38 6 – –

16 トウィッグ 36 – – –

17 フラッグシップ 35 38 5 2

18 スタッグ 33 14 – –

19 サンドバッグ 22 28 – –

20 ピッグ 20 53 – –

21 ウィッグ 19 834 – 3

22 ドラッグストアー 17 15 2 –

23 ウイッグ 15 101 – –

24 ホイッグ 15 2 – –

25 グロッグ 14 – – –

26 ケロッグ 13 13 – –

27 ビッグス 13 1 – –

28 フロッグ 13 37 1 –

表４　コーパス間の非重複語彙

CSJ CEJC BCCWJ NWJC

スワッグ 一般 ヒッグス 人名 トウィッグ 人名 ブリッグズ 人名
フリッグ 人名 グロッグ 一般 ブラッグス 人名

ジャッグル 人名
ツイッグ 人名

ビッグレーク 地名
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以外の語にCSJの「スワッグ」，BCCWJの「グロッグ」
があり，前者は植物を束ねた壁飾り，後者は酒の飲み
方を意味し，一般的に用いられているとは捉えかねる
語彙である。
　総じて，特定のコーパスにのみ出現する語彙は，分
布に偏りがあるという特徴があるものと受け止められ
た。

４．考察とまとめ

　本稿では，有声促音の表記と発音について，「ッグ」
を例に，実例を挙げて，その使用状況について検討を
行った。表記については書きことばのコーパスである
BCCWJ，NWJC，発音については話しことばのコー
パスであるCSJ，CEJCを資料とした。調査の結果，
以下の点が明らかとなった。

　1． 「ッグ」の表記が書きことばで多く生起し，語
彙が多様である。

　2． 「ッグ」を含む語彙は，コーパス間で共通して
いる。

　3． 「ッグ」を含む語彙のうち，各コーパスに特有
の語は，人名など固有名詞が中心である。

　1．について，資料の収集範囲が異なるため，範囲
が広い書きことばで生起数が多い点は不可避である
が，単に量的に多いかどうかではなく，_ kと _ gの比
率を見た場合，話しことばに比して書きことばでは
「ッグ」の生起が圧倒的であり，コーパス種間で大き
く異なることがわかった点を重視したい。このこと
は，書きことばにおいては，_ g，すなわち有声促音の
表記が安定しつつあることを示すものではないかと考
えている。
　2．については，文献［6］において，本稿と同様の手
法にて，コーパス間の語彙の出現の一致について，_ k

を含む語彙を対象に分析した。対象としたデータ群
は，本稿と同一である。分析の結果，コーパス間での
語彙の一致の程度は非常に低く，特に，書きことばの
BCCWJ，NWJCと，話しことばのCSJ，CEJCとの間
で重複する語が少ないことが指摘された。この結果
は，本稿における _ gの語とは様相が異なるものであ
るといえる。今回の結果も踏まえると，_ kの方がば
らつきがあって不安定であり，_ gは安定した出現で
あるといえるのではないだろうか。
　3．について，登場人物名が多いなど，資料の特性
に応じて出現していることが示された。この結果につ

いては，「ビッグ」や「バッグ」などの一般名詞は
コーパス間で共通していることをも示しており，1，
2と同様に，_ gの安定した出現を支持するものと考え
た。
　これらの結果から，「ッグ」の表記と発音は安定し
つつあると見るべき状況であり，その傾向は表記で先
行して生じていると考えるのが妥当であろう。しかし
ながら，有声促音は全般に及ぶものではなく，これが
確立したといえる段階にはないものと考えている。予
備的な分析では，他の有声促音に関しては人名などの
固有名詞に限られており，これは原音を保持するため
に用いられていると推測される。これに関しては，ま
だ予備的な調査に過ぎないことから，今後，系列的，
網羅的にデータを拡充して議論したい。
　有声促音について，少なくとも「ッグ」については
表記の安定性が示唆されており，日本語の音韻規則か
ら考えて，「ック」であったものが「ッグ」に変化し
たと推測したいが，元より両形が存在しており，原則
として無声の促音であったと捉えるべきかもしれな
い。文献［9］の調査では，語彙，話者，場面（単語の読
み上げか会話か）により，有声促音の生起に大きなゆ
れがあることが観察されており，約40年前の時点で，
「ッグ」の生起が一定程度，実証されているというこ
とになる。調査が少ないために経年変化を辿ることが
簡単でなく，議論が展開しにくいが，辞典類の見出し
を確認するなどにより，検討を進めたい。
　なお，CSJ，CEJCといった話しことばを対象とし
たコーパスでは，抽出の対象となるデータが少なく，
書きことばのコーパスの結果との間で比較しにくいと
いった問題があった。この点について，今後は，協力
者を得て，実際に表記や発音を求める実験を実施し，
総合的に議論したいと考えている。

注

＊1 共通語の事例を指す。

＊2  ttrには様々な計算手法がある［8］が，本稿で示したい点は

各資料の語彙の豊富さではなく，語彙の繰り返しの程度

であることから，単に割合とした。
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Abstract

 Japanese is known as a mora-timed language.  “SOKUON”, double consonant, is one type of the moraic syllables is 

constrained by phonological context which it occurs in voiceless closed consonants or burst / abrupt consonants.  In recent 

years, the acceptance of foreign words has led to changes in the production of voiced SOKUON, which has become a 

major issue affecting not only the phonetic and phonological system, but also orthography ic system.  In this paper, the 

orthography and pronunciation of voiced SOKUON were examined in terms of their use of “gg” and “kk” in four large 

corpora of Japanese.  The results showed that “gg” occurred frequently in written language corpora, and that the 

vocabulary containing “gg” was common across four corpora.  These results suggested that the orthography and 

pronunciation of voiced SOKUON are becoming more stable, and that this tendency has occurred prior in orthographic 

system.

Keywords: voiceless double consonant, loan words, orthography, pronunciation, language change, Japanese
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